
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：平成２１年度 国補地すべり対策工

事（ゼロ国債）
�２ 発 注 者：長野県北信建設事務所長
�３ 工事場所：（地）仏岩区域 山ノ内町 仏岩�２
�４ 工 期：平成２２年３月１８日～

平成２３年１月１４日
現場は、長野県の北部、上信越高原国立公園の
志賀高原を源とする横湯川の渓谷に位置しており、
観光地として世界的に有名な「地獄谷野猿公苑」
があるほか、下流域約１．５kmには、渋・湯田中
温泉郷がありこれらを土砂災害から守る為に
H．１５年より地すべり対策工事が行われてきまし
た。今回当社で施工したのは、地すべり対策工事
の最終段階である法面保護工として連続繊維補強
土工（t＝２０cm）A＝２，５００�施工するものであ
りました。

２．現場における問題点

【問題点①：資材搬入方法】
工事施工にあたって使用する資材の量は約

１，６００ｔと非常に大量であるにも関わらず、利用
できる道路は、道路幅員が非常に狭く普通車でも
すれ違い出来ない道路で路面状態も良くありませ

んでした。また、埋設物として、下流域の温泉街
へ温泉を供給している引湯管が埋設されている為、
重量物を積載した車両を通行させる事による引湯
管の破損の恐れがありました。また、観光地であ
る為にタクシーや一般車両の往来が非常に多く車
両による資材搬入が可能な場所から施工箇所まで
約５００ｍ離れている為、資材搬入についての関係
各所との綿密な協議と資材搬入方法の検討が事前
の施工計画段階で問題点として考えられました。
【問題点②：観光客への工事周知】
現場は、観光地として世界的にも有名であり、
工事施工年度の年間来場者数が約１２万人ありまし
た。うち、２０％が外国人観光客という場所柄の為、
一般の観光客への工事施工中である事の周知は勿
論のこと、日本語のわからない外国人観光客への
工事中であることの周知方法が問題点として考え
られました。

３．工夫・改善点と適用結果

【問題点①に対する工夫・改善点】
関係機関との協議の結果、工事車両は一般車の
往来が非常に多い観光施設の営業時間である朝
８：００～１７：００以外で運行するようにしました。
また、道路の埋設物対策として、引湯管埋設箇所
への養生敷鉄板の設置及び、スリップ防止の為の
マット（図―１）設置を行い、運行する工事用車
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両は、埋設物へ掛かる荷重を検討し４ｔ車を上限
とし運行することにしました。工事車両による資
材搬入が可能な場所から施工箇所までの約５００ｍ
の資材搬入方法の検討案として３項目を検討しま
した。第１案として、工事車両が施工箇所まで行
ける仮設道路設置案を検討しましたが、地形的に
工事車両が走行できるような仮設道路設置はでき
ないという調査結果により不採用としました。第
２案として索道による資材搬入を検討しましたが、
現地での大規模な伐採作業が必要になるうえに、
観光客の遊歩道付近を通さざるを得なくなる為、
資材落下等の危険要素の大きい索道設置も不採用
としました。第３案として、工事用仮設モノレー
ルを設置し資材搬入する案を検討しました。モノ
レールの最大積載量が３，０００kgと大きく確保でき
るうえに、今現在の現地地形に一切手を加えるこ
となく安全に施工箇所まで資材搬入できる事が最
大のメリットであった為、今回工事の資材搬入方
法として採用しました。（図―２）

図―１ 埋設物の養生 図―２ 仮設モノレール

【問題点①の工夫・改善点の適用結果】
観光施設の営業時間外に工事車両を運行させる
ことによって、一般車とのすれ違いなどなく、安
全かつスムーズに資材搬入が行えました。また、
埋設物に関しても養生を行った事によって、破損
等の公衆災害の発生を防止出来ました。仮設モノ
レールに関しても、国立公園内という自然環境へ
の配慮が必要な現場条件の中、最も環境への影響
が少なく第三者保護の観点からしても安全且つ適
切な工法であったと思います。

【問題点②に対する工夫・改善点】
現場は、多くの観光客で賑わう場所である為、
設置する工事看板は視認性に優れる周知しやすい

ものを設置するとともに、発注者の了解を得て工
事看板や工法を説明する看板に英訳表記（図―３）
を併せて記載し、外国人観光客の方が、工事中で
ある事の周知を図ってもらえるようにしました。
で、また工事着手前の地元観光協会への工事説明
や随時進捗状況の報告を行いました。また新しい
試みとして、インターネットの地図情報サイトに
工事中である旨の簡単な説明文と写真を掲載する
ことによって、これから現場付近を訪れようとし
ている方に向けての情報発信を行いました。
現場周辺は、国立公園ということもあり自然環
境の豊かな場所である為、周辺環境に適した「ロ
グハウス現場事務所」（図―４）を設置しました。

図―３ 英訳表記の工事看板

図―４ ログハウス現場事務所

【問題点②の工夫・改善点の適用結果】
英訳表記を記載した工事看板は、工事期間中外
国人観光客が足を停めて見てくれている状況が多
くありました。通常であれば見過ごされてしまう
工事看板も、ひと工夫で非常に意味の有る物にな
る事が実感できました。看板製作費用も通常の物
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と変わらない為、とても有効な手段だったといえ
ます。ログハウス現場事務所も、周辺環境にマッ
チしすぎて、観光客の方が観光案内所と勘違いし
て訪れるほどでした。

４．おわりに

いろいろな側面から現場を想像・検討すること
によって、より現場の安全確保と品質確保を出来
るように今後も現場代理人としての業務を精一杯
続けていきたいと思います。
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